
 

 

 

 

 

 

 

１ 対象・日時 第３学年１組  男子 １１名 女子 １１名 計 ２２名 

 

 

 

１ 対象・日時 第３学年１組 男子４名 女子５名 計９名  

 令和６年９月１８日（水） 第５校時 

 

２ 主題設定の理由 

 

◯ 本主題は，「小学校学習指導要領解説」（平成２９年告示）特別の教科 道徳編」小学校第３学年及

び第４学年の内容項目 A－（２）「過ちは素直に改め，正直に明るい心で生活すること」を基に設定し

たものである。この段階においては，活動的になることと相まって過ちを犯してしまうことも増える。

そこで，うそを言ったり，ごまかしたりしないことに加えて，そのことが，相手に対してだけでなく，

自分自身をも偽ることになることに気付かせることが必要である。 

 

◯ 本学級の児童は，明るく誠実に過ごすことがよいことであることは分かっている。学校生活におい

て友達のよくない行為を見ると，教えたり，その場でどうすればよいかを話し合ったりすることもで

きる。一方で，自分が状況や場面によって不利な立場になった時は，ついごまかしたり友達のせいに

したりしてしまい，自分の立場を守ろうとしてしまうことがある。 

これらの事態をふまえ，過ちや失敗は誰にでも起こり得ることであることを受け止めながら，正直

な心をもって行動し，明るく生活しようとする心情を育てたい。 

 

◯ 本教材は，リンカーンの少年時代の逸話である。借りた本を不注意からぬらしてしまい，どうした

らよいか思案にくれるが，正直に話して謝り，その気持ちを示すために３日間働く。その誠意ある行

動に対して，本の持ち主がリンカーンに本をくれるという話である。 

  指導に当たっては，図書室で一人で本を読んでいる時，わざとではないけれど，ページが破れてし

まった時の生活場面を取り上げ，うそはいけないことだと分かっているが，正直に行動できない心の

弱さに気付かせることで，正直に行動するために大切なことは何かという本時のめあてにつなげてい

く。   

展開段階では，雨でぬれた本を見たリンカーンの気持ちを自分ごととして考えることを通して，リ

ンカーンの心情に共感しながら，人から借りた大事な本をぬらしてしまったことを正直に言うか，言

わないか，葛藤する気持ちに気付かせたい。 

中心発問では，リンカーンが正直に謝ったことで，本の持ち主が「はたらかなくてもいい。」と許し

てくれたが，それでも畑仕事を手伝った誠実さ，その行動に至るまでの思いを役割演技を通して考え

ることで，リンカーンの「おわびのしるしに，三日続けて，畑仕事を手伝う」という行為が正直でま

っすぐな思いから表れたものであることに気付かせたい。 

展開後段では，本の持ち主から見たリンカーンの姿を考えることで，正直に行動するために大切な

ことを考え，本時の主題に迫っていく。 

終末では，大統領になった時のリンカーンの言葉を伝え，日々の行動を価値づけしたり，正直に行

動していこうという意欲をもたせたりしていく。振り返りでは，本時の授業や自分の生活をしっかり

と見つめ，正直に行動すると明るく生活できたり，他の人と気持ちのよい関係が築けたりすることに

気付かせ，これからの生活につなげていきたい。 

  

道徳科 第３学年 呉市立広南小学校 
指導者 T1 宮本 果奈  

    T2 山﨑 聖子      

   

 

 

 

 

本単元で育成する資質・能力 

 

 思考・表現  協力・協働  

正直な心 

ぬれた本―リンカーン （東京書籍） 

内容項目  A-２ 『正直、誠実』 

 

主題名 

教材名 



３ 他の教育活動との関連 

正直でキラリ プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

子どもの姿 

before 

 自分から素直に謝れないことによるトラブルが増えている。 

 ・自分の過ちや失敗を認めたくない子 

 ・自分の言動で相手を傷つけていることに気付かずに謝らない子 

【道徳科】教材名：「ぬれた本―リンカーン」（本時） 

  リンカーンの生き方を通して，過ちや失敗は誰にでも起こり得ることであることを受け

止めながら，自分自身を偽ることなく素直に認め，正すことができるように，正直に真心

を持って行動し，明るく生活しようとする心情を育てる。 

〈内容項目：A-２ 正直，誠実〉 

 

事前活動 

【学級活動】「2学期のめあてを決めよう」 

  学年目標である「３つの L（支える・そろえる・伝える）」に向けて，一人一人が自

信をもって輝くために，帰りの会にキラリ集めをした。１学期は３３個のキラリが集

まった。２学期は５０個のキラリを集めるために，「３つの L（支える・そろえる・伝

える）」から学習・生活・運動のめあてを決め，正直に明るく生活しようとする思いを

もつ。 

 

子どもの姿 

After 

・素直に反省する気持ちをもち，行動すると，自分もすっきりした気持ちになる。 

・謝るだけでなく，自分のできることを考えて行動すると，相手もよい気持ちになる。 

・心の弱さに打ち勝ち勇気を出すと，正直に行動できる。 

 

事後活動 

【特別活動】SST「きちんと謝ろう」 

  ロールプレイで言葉・表情・態度に気を付けながら，相手の気持ちを考えて謝るス

キルを身につける。 

 

【国語科】「グループの合い言葉を決めよう」 

  司会の進行に沿ってグループで話し合い，来月の合い言葉を決める。 

 

アンケート 
① 自分が失敗した時に素直に認め，謝

ることはできますか。 
② それはどうしてですか。 



４ 本時の学習 

（１） 本時のねらい 

おじさんが「働かなくてもいいから，ゆっくり遊んで行きなさい。」と言った後のリンカーンの

気持ちを役割演技を通して考え，リンカーンの正直でまっすぐな思いから表れた行為であること

に気付き，正直に真心を持って行動し，明るく生活しようとする心情を育てる。 
 

（２）学習の流れ 

  
学習活動 

主な発問と予想される児童の心の動き 

（◎中心発問） 

指導上の留意点（・） 

（☆評価の観点） 

 

導 

入 

 

 

１ 課題意識をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 図書室で一人で本を読んでいる時，わざ

とではないけど，ページが破れてしまいま

した。自分だったらどうしますか。 

１謝る ２ごまかす ３そのまま返す 

 

○ ごまかしたり，そのまま返したりするの

はどうしてですか。 

・怒られそう 

・本当のことを言うのが怖い 

・もう借りられないかもしれない 

 

○ そのときはどんな気持ちですか。 

・もやもや，いやな気持ち… 

 

 

 

・ 質問に対して正直に答

えられるように，目を閉

じて挙手する。 

 

 

・ うそはいけないことだ

と分かっているが，正直

に行動できない心の弱

さに気付くようにする。 

 

 

・ 正直について考え，ね

らいとする道徳的価値

について問題提起する。 

 

 

展 

開 

前 

段 

 

 

 

２ 教材「ぬれた本－

リンカーン」を読ん

で話し合う。 

○ 少年の頃のリン

カーンの生活を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 雨でぬれた本を

見たリンカーンの

気持ちを自分ごと

として考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・貧しい家庭で育つ 

・学校に通わず働く 

・借りた本が読んで勉強する 

 

○ リンカーンはどんな気持ちで本を借り

たのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

○ 雨でびしょぬれになった本を見て，自分

だったらどうするでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 少年の頃のリンカーン

の生活，本の価値などの

時代背景をつかめるよ

うに，スライドで説明す

る。 

 

 

・ リンカーンは貧しい家

庭に育っているにも関

わらず，ひたむきに勉強

しようとする気持ちを

考えられるようにする。 

 

 

 

・ リンカーンの心情に共

感できるように，人から

借りた大事な本をぬら

してしまったことを正

直に言うか，言わない

か，葛藤する気持ちを考

えられるようにする。 

 

 

 

・本を読めてうれしい。 

・いろんな本を読んでもっと学びたい。 

・借りた本だから大事に使いたい。 

課
題
意
識
を
も
つ 

学
び
を
深
め
る 

・本当のことを言ったら怒られるから、

だまっていようかな。 

・同じ本を買うお金がないから、知らな

いふりをしようかな。 

・また本を借りて勉強したいから、正直

に謝ろうかな。 

正直に行動するために大切なことは何だろう 



○ 正直に行動した

リンカーンの気持

ちを考える。 

（役割演技） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ おじさんから見

たリンカーンの姿

を考える。 

◎ おじさんが「働かなくてもいいから，ゆ

っくり遊んで行きなさい。」と言った後，リ

ンカーンは何を伝えたでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ おじさんは，リンカーンの姿を見て，ど

う思ったでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ リンカーンの「おわび

のしるしに，三日続け

て，畑仕事を手伝う」と

いう行為が正直でまっ

すぐな思いから表れた

ものであることに気付

けるように，役割演技を

通して考えられる。 

 

☆ リンカーンの正直で

まっすぐな思いから表

れた行為であることに

気付いている。（発言）    

 

 

 

・ リンカーンの誠意ある

行動は誰が見ても明る

い気持ちを与えること

に気付けるように，おじ

さんの気持ちを考える。 

・ 少年の頃から正直者だ

ったリンカーンは大人

になりアメリカの第１

６代大統領になったこ

とを紹介する。 

展 

開 

後 

段 

 

３ 本時のまとめを

する。 

 

 

 

 

 

 

○ 正直に行動するために大切なことは何

だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 正直に行動する大切

さについて，自分の生活

と結びつけながら考え

ている。（ノート・発言） 

 

終 

末 

 

 

４ 今までの自分を

振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 今日の学習や今までの生活を振り返っ

て考えたこと，これからに生かしたいこと

を書きましょう。 

・ 振り返りの視点を与え

て振り返られるように

する。(ノート・発言) 

 

 

 

学
習
し
た
こ
と
を 

振
り
返
る 

・自分の失敗をすぐに反省して，行動し

てくれたから，とてもうれしい。 

・謝るだけでなく，自分のできることを

考えて行動していて，正直に生活して

いる。 

・正直に行動すると，伸び伸びしてみえ

るな。 

・素直に反省する気持ちをもち，行動すると，自分もすっき

りした気持ちになる。 

・謝るだけでなく，自分のできることを考えて行動すると，

相手もよい気持ちになる。 

・心の弱さに打ち勝ち勇気を出すと，正直に行動できる。 

・謝るだけでは，自分の気持ちがすっき

りしないから，働かせてください。 

・おじさんの大事な本であり，ぼくもも

っと読みたいから，働かせてくださ

い。 

・本は高いし，おじさんも一生懸命働い

て本を買っているから，ぼくも働かせ

てほしい。 

・ぼくにとって読書は，勉強できる楽し

い時間だから，今までの感謝の気持ち

もこめて働きたい。 

・ 

・今までは正直に言えない時もあり，自分もいやな気持ちにな

ったけど，リンカーンのように正直に言えば，相手も納得し

てくれるかもしれないし，よい気持ちになると思った。 

・わざとではなくても，うそはいけないし，相手も傷つくか

ら，正直に行動していきたい。 



５ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


